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行
仙
宿
の
巡
回
整
備 

 

◇
実
施
日 

 

１
月
２
６
日
（
日
） 

 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、

畑
林
秀
味
・
清
子
、
湯
川
一
郎
、
阪
口
雄
二
、
梶
野
照
雄
、
高

階
鈴
子
・
美
根
子
、
須
崎
由
香
、
片
岡
美
保
（
鳥
羽
市
） 

１
４
名 

  

今
年
の
３
回
目
の
行
事
に
な
る
が
、
小
屋
の
整
備
は
初
め
て
に
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

役
場
駐
車
場
に
集
合 

 
 
 
 

登
山
口
に
着
く 

 
 
 
 
 
 

マ
キ
材
な
ど
を
降
ろ
す 

梶
野
君
は
正
月
飾
り
を
早
く
片
付
け
る
べ
し
、
と
行
仙
宿
の
巡
回
整
備
を
組
み

入
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
時
期
は
寒
さ
、
風
雪
や
路
面
の
凍
結
も
予
想
さ
れ
る

の
で
、
正
月
飾
り
の
片
付
け
だ
け
を
行
い
、
他
の
作
業
は
予
定
せ
ず
に
実
施
し

た
。 

そ
ん
な
中
、
大
江
、
畑
林
さ
ん
か
ら
お
供
え
の
餅
で
ぜ
ん
ざ
い
を
作
る
と
申
し

出
を
頂
い
た
。
ま
た
、
昨
年
末
に
杉
本
さ
ん
か
ら
剪
定
し
た
ミ
カ
ン
の
枝
や
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
新
品
の
ホ
ウ
キ
な
ど
を
頂
い
た
の
で
一

部
を
持
っ
て
行
っ
た
。
杉
本
さ
ん
は
身
の
周
り
に
在
る
物
も
、
こ
れ
は
小
屋
で

使
え
る
か
、
こ
れ
が
あ
る
と
便
利
だ
、
な
ど
常
に
思
っ
て
い
て
く
れ
る
。
ミ
カ

ン
の
枝
も
ス
ト
ー
ブ
に
入
る
サ
イ
ズ
に
切
ら
れ
て
い
て
、
手
間
な
く
ス
ト
ー
ブ

に
投
入
で
き
た
。
真
直
ぐ
な
枝
は
無
か
っ
た
の
で
小
さ
く
切
る
の
に
時
間
が
か

か
っ
た
だ
ろ
う
。
我
々
も
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
到
着 

 
 
 
 
 

 
 

餅
を
焼
く 

 
 
 
 
 
 

ぜ
ん
ざ
い
を
頂
く 

 
午
前
８
時
半
、
下
北
山
村
役
場
駐
車
場
に
１
４
名
が
終
結
。
須
崎
さ
ん
の
友

人
、
片
岡
美
保
さ
ん
は
早
朝
５
時
半
に
鳥
羽
市
を
出
て
初
参
加
さ
れ
た
。 

４
台
で
登
山
口
を
目
指
す
。
浦
向
の
ゲ
ー
ト
は
今
年
初
め
て
の
開
錠
、
慣
れ
な

い
の
で
少
し
手
間
取
る
。
Ｒ
４
２
５
も
四
ノ
川
林
道
に
も
雪
は
全
く
な
か
っ
た
。

モ
ノ
レ
ー
ル
に
梶
野
、
沖
崎
が
乗
っ
て
登
る
。
梶
野
君
は
コ
ジ
マ
ハ
ウ
ス
か
ら



水
タ
ン
ク
を
片
手
に
小
屋
へ
先
行
。
沖
崎
は
１
２
名
の
到
着
を
待
つ
。 

先
頭
は
や
は
り
若
い
須
崎
、
片
岡
の
お
二
人
だ
っ
た
。
マ
キ
材
の
袋
を
二
つ
ず

つ
持
っ
て
小
屋
へ
。
２
番
手
の
阪
口
君
も
二
袋
を
持
っ
て
く
れ
た
の
で
、
あ
と

の
荷
物
は
無
く
な
っ
た
。
全
員
の
通
過
を
待
っ
て
最
後
尾
で
小
屋
に
着
い
た
。

す
で
に
発
電
機
が
動
い
て
い
て
掃
除
機
掛
け
し
て
い
た
。
炭
に
火
を
点
け
て
餅

を
焼
く
準
備
も
進
ん
で
い
た
。
持
ち
上
げ
た
マ
キ
材
の
整
理
や
お
堂
の
片
付
け

な
ど
を
行
う
。
今
日
一
番
の
年
長
者
で
あ
る
児
嶋
さ
ん
は
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
点

け
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
確
認
。
終
了
後
は
ブ
ロ
ワ
ー
を
持
ち
出
し
小
屋
周
り

や
水
場
径
を
掃
除
し
て
い
た
。
次
々
と
作
業
を
続
け
、
じ
っ
と
し
て
い
る
時
間

が
な
い
。
杉
本
さ
ん
と
同
様
に
大
い
に
見
習
う
べ
き
だ
。 

「
ぜ
ん
ざ
い
で
き
た
よ
、
食
べ
る
で
」
の
声
で
作
業
を
終
え
る
。
昼
食
に
は
少

し
早
い
の
で
先
に
ぜ
ん
ざ
い
を
頂
く
。
ウ
マ
イ
、
ウ
マ
イ
と
お
代
わ
り
が
続
出
。

昼
食
後
に
も
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
る
人
も
い
て
大
好
評
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 
 
 

気
温
は
プ
ラ
ス
６
℃ 

 
 
 
 

 

下
山
完
了 

早
い
昼
食
を
済
ま
せ
て
１
２
時
に
下
山
開
始
、
道
路
と
同
様
に
小
屋
周
辺
、
登

山
道
に
雪
は
無
か
っ
た
。
午
後
１
時
前
に
登
山
口
を
出
て
役
場
駐
車
場
に
戻
り

解
散
し
た
。 

５
０
年
誌
の
発
送
は
終
了
し
た
が
、
６
月
１
４
日
の
祝
賀
会
の
案
内
発
送
が
控

え
て
い
て
、
３
月
か
ら
は
春
季
巡
視
も
始
ま
る
。
多
忙
な
時
期
に
な
り
そ
う
だ
。 

（
記
；
沖
崎
） 
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